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鴨川市総合計画審議会委員名簿

鴨川市第4次 5か年計画策定経過

No. 分野
産業 飯塚　和夫

令和元年8月 1日

令和 2年 8月 22日

第１回総合計画審議会（諮問）

かもがわ市民会議参加者募集まちづくりアンケート調査

第３回総合計画審議会

第４回総合計画審議会

令和２年度市民懇談会（４会場）

第５回総合計画審議会

第６回総合計画審議会
市議会との意見交換会

第２回総合計画審議会

第１回かもがわ市民会議（新型コロナにより延期）

第１回かもがわ市民会議（災害の影響により延期）

第３回かもがわ市民会議

第５回かもがわ市民会議

第４回かもがわ市民会議

第４次５か年計画（原案）に対するパブリックコメントの募集

第７回総合計画審議会（答申）
第4次 5か年計画の決定

第２回かもがわ市民会議

産業 島田　誠一

令和2年 1月

令和 2年 9月 12日

令和 2年 12月 17日

産業 田原　智之

令和元年12月 13日

令和 2年 9月 7日

令和 2年 12月 14日

産業 鈴木　健史

令和2年 3月 15日

令和 2年 10月 16日

令和 2年 12月 28日
　　～令和３年1月 26日

産業 金井　重人

令和2年 3月 23日

令和 2年 10月 17日

教育 内山　達也

令和2年 7月 4日

令和 2年 11月 9日～ 13日

令和 3年 2月 18日
令和 3年 3月

教育 橋本　裕二

令和2年 7月 26日

令和 2年 11月 29日

会長

第１回かもがわ市民会議

（順不同、敬称略）

金融 遠山　武雄
常世田　裕司

副会長　令和２年10月 15日まで
副会長　令和２年10月 16日から

令和２年３月22日まで
令和２年３月23日から

菅原　明善
座間　斉

労働 関口　卓巳
報道 伊丹　賢
議見者 原田　尚佳

議見者

議見者 北本　綾子

議見者 橋詰　良子
公募委員 粕谷　朋弘

氏名

年　　月　　日
令和元年度～２年度

備考

事項
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鴨川市総合計画審議会への諮問及び答申

鴨経企第５７６号
令和元年８月１日

令和3年 2月１8日

鴨川市総合計画審議会
会長　橋本　裕二　様

鴨川市長　亀田　郁夫　様

鴨川市長　亀田　郁夫

鴨川市総合計画審議会
会長　　橋本　裕二

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略について（諮問）

　鴨川市附属機関設置条例（平成31年鴨川市条例第４号）第２条の規定に基づき、鴨川市総合計画及び
鴨川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たり、貴審議会の意見を求めます。

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略について（答申）

　令和元年８月１日付け鴨経企第５７６号で諮問のありました鴨川市総合計画及び鴨川市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略については、本審議会において慎重なる調査及び審議を行った結果、別添の鴨川市第４
次５か年計画（案）及び第２期鴨川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）は、令和３年度以降を担う
本市の新たな総合計画として妥当なものと認めます。
　なお、総合計画の推進に当たっては、下記の事項に十分配慮し、各施策を着実に実施していただくよう
要望します。

記

１　将来都市像「活力あふれる健やか交流のまち鴨川　～みんなが集い　守り育む　安らぎのふるさと～」
　の実現に向け、本市の強みである地域資源を最大限活用し、まちの魅力向上に努めていただきたい。

２　本計画の趣旨でもある「市民提案による協働のまちづくり」の理念を共有し、市民と行政が一体となっ
　たまちづくりを推進するように努めていただきたい。

３　人口減少や超スマート社会の到来、新しい生活様式への対応など、社会環境が大きく変化する中で、
　持続可能な社会の実現に向け、時代に即した柔軟な事業の実施に努めていただきたい。

４　計画に位置付けた施策、事業については、PDCAサイクルを循環させ、必要に応じて適切に見直しや
　改善を図っていただきたい。
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「かもがわ市民会議」からの提案 

市 （第 4 5か ） い  
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 12 20  

「かもがわ市民会議」 会議  
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２ かもがわ 会議の  1  

３ 「かもがわ 会議」からの提案 1  
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 は めに  
 
私たちは 2020 7 から 11 まで 5回に り、「かもがわ 会議」で、行 の

である「 」の にあたる 期 か ４ か の
策 に するため、4つの 会に か て議論を ました。 

 
では、 出の を いて を策 することは初めてとのことでした。

前 のないことにはなかなか 出しに いことが い中で、この な ができたこと
は 常に なことだと います。 

 
、 コ が全 に を るっています。 内でも が が

り、 時は 出が制 るな 、私たちの生活に きな を しています。 
を防 ために、「かもがわ 会議」の中 も に たとい ことでしたが、

と行 との対 を「 」と に することを めた は め 員の
には 意を します。 

 
に 出 た な に る議論は、 な の まりならではの

生活 に 「 な意見」が 出 ていました。その意見は も、 が
り なって しいとい いが にあることは いありま 。 
しい を策 するためには、こ までの の り りや も だったか

もし ま が、この提案にあたり私たちは、 な の まりならではの な意見
を し、こ までの に する議論はしていま 。 
そのため、この提案が、「 ４ か 」の策 に の意 を つか はあ

りますが、 な意見ならではの で 意見 提案 も いと しています。 
 
後は、この提案を けて とも 性のある の策 、そして、その の

に けていただきたいと います。また、こ を に、 まで以 に行 も私たち
も、 が になって活発な意見 を行っていきます。 で り い を ってい

きたいと えています。 
 
 

 
2020 12  

「かもがわ 会議」会議参加者  
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かもがわ市民会議の  
 
   
   「かもがわ 会議」 
 

員 
に 出し 議会 員の案内を した  3000  

した 員  82 2.7  
 
 テー 各回の議論 

テー ： の策  
1 会テー ： きがいのある 事 り 
2 会テー ：生活を える 通 
3 会テー ： て ち り 
4 会テー ： なで える防災対策 

 

各回の議論 
・ 1回会議：2020 7 26  

かもがわ 会議の  
の について 事  

員の な  

・ 2回会議：2020 8 22  
テー について各 会で議論 
「課題発見シート」の記  な  

ー ーの参加 

・ 3回会議：2020 9 12  
「課題発見シートの中 とりまとめ」について各 会で議論 
「改善提案シート」の記  な  

ー ーの参加 

・ ４回会議：2020 10 17  
「かもがわ 会議からの提案 案 」について各 会で議論 
「意見提出シート」の記  な  

・ 5回会議：2020 11 29  
「 4 5か 案 」について各 会で議論 
「意見提出シート」の記  な  
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（ ） 
以下の３つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で

記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容の中で、各 のテ

ー に ることな の に共通して だと ものをまとめたものです。 
 
 

提
案  １. 

の会議 き か 市 る 市民も

も「 分 」 いく  
 が発 している を から取りに行 こと、災害に えて や

を事前に することも と化の だと える。「 の の回

りのことは のこと (public) (public) 」とい ちが

と化に がってい 。 
 
 

提
案  ２. 

の 民が がる が る

の い の いく  
 会や 内会に ら 、 や の ー でのつながりもコ

ミュニティと える。 と とのつながりをコミュニティと えたら、

え 、 とい コミュニティに って する て が減る

な 、課題が やす なるのではないだ か。 
 
 

提
案  ３. 

から ら いく

も も いく  
 の な生活の えでもあり、テ ー の や 動 の を

える時には、通 が整 ることは ではないか。

その で、私たち が IT を いこなす テ シーを に

けることは、 の発 に を生 出すことができる。 
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第 1分科会：働きがいのある仕事づくり） 
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-  「 働くか」 りも「 か」 

コ にあって、テ ー や が え、その 向は 後も加 し、

ーコ にあっても き、 することが容 に ます。こ までの き や

が き わ として り、 る と も ではありま 。 

そ な中、「 きがいのある 事 り」とい テー についても、 にとらわ

ることな える きです。 や、「 こで か」 りも「 こに むか」が 切です。

その意 で、 る と は 高です。 に け、 る と に り、 は

に り で、 で らしながら「 きがいのある 事」をすることが 切です。 

この認識に って「 きがいのある 事 り」を えます。 

 

-  ら がら「働きがいのある仕事」 る  

① の 力 地域  

には、 が生ま そ な の な地域 が です。その活

を えます。 

１  の  

・ き、 り 、かもがわ 、 な  

・ ー ィ ができる  

・その  

２  会  

・ 地 

・ き 、 き  

・ 中 、 、 の  

・ 動  

・ 、 テ 

・その  

② 事を めるい な  

事を める たちには、い な がいます。そ しい 事は なり、 の

ない な そ に った 事を えます。 

・ 者 で し する を む な い たち 

・ て中の 、  

・ てが と した  
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・ てを した

・ 、 の 生を めた む たち

・ に り で で 事をしたい たち

・その

③ テ ー や ート ィ

に で で 事をするためには、テ ー の 、 ート ィ の

な が です。そこで のことを えます。 

・ の テ シー 1の向

・ 整

・ に り で で 事をしたい たちのニー

-  「働きがいのある仕事」 る

で らしながら「 きがいのある 事」をするためには、 る と を らに ら

しやすいまちにすることを えることが です。 

な や な地 な 、 は、「 らしやすいまち」の 力を に えてい

ると もが認めるとこ ですが、そ 以 にも える き な があると います。 

「 事 り」とい テー には し るかもし ま が、 き が き わり

つつある 、 で らしながら「 きがいのある 事」をするために、 る と を

らに らしやすいまちにするために、 のことを える きだと います。 

・ てのための の

・ 心できる 、 の らなる

1注１ デジタルリテラシー：パソコンやスマートフォンなどの機器やアプリについて知識を持ち、利用する能力
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」、「改善提案シート」、「意見提出シート」の内容を中心にまとめ
たものです。 

 
 

提
案  １. の 力 地域 に 加 をつけ、 をつ り、

こ までの の にもつな る。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ２. 事を めるい な とそ に った 事を つける 組 を

る。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ３. に で で 事をするために、テ ー の 、 ート

ィ の な を する。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. を らに らしやすいまちにするために、 てのための の

と 心できる 、 の らなる を る。 

→背景となる課題意識：共通認識③ 
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提案１の のため、 の 策を します。 

 

の かな 、 の生 者と 中の 者を直 ー トで 組

を る。 
 

「 策１」の に向けて、 が  
案： 「かもがわ 」

る  

 
市民 

 生 者は、 テ シーを高め、 に「かもがわ シ 」に参

加する。 

 生 者は、 かな や の シ を「かもがわ シ 」に提 す

る。 

 者が行 シ 発に参加する。 

 者は、「かもがわ シ 」を に活 し、 しい の や

の を し 、 かな 化を む。 

 生 者も 者も、「かもがわ シ 」の を める。 

 

 地域に いて、生 者の ー をつ り、「かもがわ シ 」に する

を行い、 して の向 に める。 

 地域に いて、 者の ー をつ り、「かもがわ シ 」で に

る の に する を行い、 かな 化を する。 

 「かもがわ シ 」 の参加を す。 

 

 や が ー ト の ト「かもがわ シ 」

を ち る する ことを する。 

 や が する「かもがわ シ 」を 認する。 

 の かな や に がないものには、 を

し、 ーミ する。 ：かもがわ  

 の かな や の を に発 する。 

民
NPO  

 や が ー ト の ト「かもがわ シ 」

を ち し 、 する。 

 「かもがわ シ 」を に発 する。 

 生 者と共 で シ 発に取り組む。 

提
案  １. の 力 地域 に 加 をつけ、 をつ り、こ

までの の にもつな る。 
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 生 者からの を行い、生 者の「かもがわ シ 」 の参加や

テ シー向 を する。 

 

の の  

① の テ シ の活 も える。 

② 「 シ 」の提 が の だと 。 

 

 

 

となった 中 、 となった や 以下「 ・ 」といいます。、

地を に 活 する。 

 

「 策２」の に向けて、 が   
案 2-1： 仕事づくり がる る  

 
市民 

 ・ め りをし、 り い 活 を える。 

 策 にあたって、 に意見を発 する。 

 意見 会 に に参加する。 

 の 行 を常に する。 

 

 地 の ・ については、地 の意見 会を し、 を し、

なる の参加者を る。 

 の地域の ・ の 活 に する動きに テ を り、 を

し、 の地域との を る。 

 意見 会に ける意見を行 に える。 

 の を いた の 行 に する 会を し、 を し、

なる の参加者を る。 

 の 行 を常に する。 

 

 の意見を な を に ける。 

 議会 の も する。 

 ・ の 活 に する からの 提案を に取り る。 

 ・ 活 策 の 、期 を 記した ュー 、

き について 内 意を て する。 

 に り行 を策 し、 の を る。 

 の 行 の を し、 行 を行 。 

 の 行 を に 、 する。 
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民
NPO  

 ・ の 活 の 体となる可能性を する。 

 ・ の 活 に する 提案を に行 。 

 ・ の 活 に り 会を生む を える。 
 
 

「 策２」の に向けて、 が   
案 2-2： 事 くり 民 る る  

 
市民 

 ート ィ の を に える。 

 ート ィ の を体 して る。 

 事以 の も える。 

 
 内会活動 に ート ィ を に する。 

 ート ィ の を地域に する。 

 

 事 として行 に ける。 

 な の 整 を行 。 

 ート ィ を に発 する。 

 ート ィ を が する 組 を する。 

 ート ィ の 体となる を し、 し ける。 

 ート ィ 会 の を する。 

 ート ィ を する の を り、 、 テ ト

ィ を する。 

 ート ィ テ ト ィ で たちに の を

め、 するための の 、 時 助 の 、 出 通

助、「かもがわ シ 」 会員 の発行 を行 。 

民
NPO  

 ート ィ 会 を し、 する。 

 テ ー の を り、 ート ィ の活 を に る。 
 

の の  

① や な 内の に wi-fiを整 すると、 こでも ィ になるのではないか。 
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「 策２」の に向けて、 が   
案 2-3： 事 くり 民 る る  

 
市民 

 シ の を に える。 

 シ の を体 して る。 

  シ の を 内会活動 に参加してもら 。 

 

 事 として行 に ける。 

 シ を に発 する。 

 シ を が する 組 を する。 

 シ の 体となる を し、 し ける。 

 シ 会 の を する。 

 地の ート ィ テ ト ィ で たちにシ

の を め、 するための 時 助

の 、「かもがわ シ 」 会員 の発行 を行 。 

民
NPO  

 シ 会 を し、 する。 

 シ の 者を に る。 

 

の の  

① 防災の としての を える。 

② ーな 、生 の としての を える。 

③ 動 と した としての を える。 

 ー の 、 会に から る たちのために な テ としての活 を える。 

 ート・ ・ としての活 を える。 

 であ 、 の 事 として活 したい。 

 、 としての活 を える。 

 地にして も える。 

 認 としての活 を える。 

 ・ の活 は、 早 対 することが 切。時 がたつと が下がる。 
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地を が 生する 組 をつ り、 ー 事者を やす。 

 

「 策３」の に向けて、 が   

 
市民 

 地の 者は、 地を 生する 以下「 地 生 」とい

。 に にその 地を し出す。 

 に興 がある は、 員 ートも む。 として 地 生 に参

加する。 

 事者 は をやめた で時 がある は、 員 ートも む。

として 地 生 に参加し、 者として の を行 。 

 
 地 生 と し、 員の に 力 する。 

 の直 な を地域に し、 に 力する。 

 

 地 生 の は を 助 の する。 

 地 生 の ー 事者を から し、 を め

る。 

 地 生 に する した の たちが に するための

の 、 時 助 の 、「かもがわ シ 」 会員 の発

行 を行 。 

 地 生 を に発 する。 

民
NPO  

 地 生 を し、 地の 生に取り組む。 

 の についても、 地の 生を し、可能であ 地

生 となる。 

 地 生 として を生 し、「かもがわ シ 」に参加するな

に 力し、 の に める。 

 体 を し、 、 策１２ に提 する。 
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後 者 に む の 生のため、 しい の を る。 

 

「 策４」の に向けて、 が   
案 4-1： 事 の り （ ） り

の る  

 
市民 

 時 を む が い中、 の に 時 があ 、

に参加する。 

 
 しい の を地域で共 し、内 に に する。 

 の 組 が しい に取り組む。 

 
① との に り、 しい を える。 

② 参 に な を える。 

③ の 組 が しい に取り組める 、 する。 

民
NPO  

① しい の 組 を する。 

② の は、 しい に取り組む。 

③ 体 を し、 、 策１２ に提 する。 

 

 

 
き をつ り、 、 興に する。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

① き 、 き を つ は、 に き に する。 

 
① き 、 き の を地域で共 し、 き を に する。 

② き 、 き の を し、 き に提 する。 

 

① 動 者 が き の ができる する。 

② の ー ー に き の を る。 

③ き を に する。 

 き 、 き の改 に 助 を する。 

民
NPO  

① き の 体となる。 

の の  

① き 、 き を ート ィ として活 することも えら る。 
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、 テの ー ーの を に行い、 ー ィ の 会を し、 ー

興を り、 ー を む。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

 ー ーとして に参加する。 

 が まって ー ー組 をつ る。 

 を し、 する。 

 ー ィ を し 、 ー ィ に る の たちとの を る。 

 ティ として ー ィ の 会に参加する。 

 
 地域に いて 、 テの を行 。 

 地域に いて ー ー組 とその活動の を行 。 

 ー ィ の 会の に参加する。 

 

 、 の 活動を行 。 

 ー ー組 の活動を に し、 ー ー組 の加 を す。 

 ー ー組 の ーを内 に する。 

 ー ィ の 会を し、 者を る。 

民
NPO  

 ー ー組 の ーになる。 

 を 、 し、 する。 

 ー ィ の 会の 者、 ーとなる。 

 

の の  

① シニ 対 の ー 会を する。 

② シニ ー 会の参加者を から る。 

③ シニ ー 会の参加 や や を の とする。 
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の 力 な地域 である を活 し、 の とするとともに、 と

整 を める。 

「 策 」の に向けて、 が  
案 7-1： り きる

（ 「 」 い ） い がら

 
市民 

ル の る

① の から生 る トを する。

② トを内 に する。

③ を に する

 
① の から生 る トを する。

② トを内 に する。

③ 地域 ト で を に する。

 

の 地の 、 整 を える。

整 について、 の意見を な を に ける。

・ の 策１２ として活 できる を える。

議会 の も する。

整 に する からの 提案を する。

ト生 に する からの 提案を する。

行 を策 し、 の を る。

の 行 の を し、 行 を行 。

の 行 を に 、 する。

民
NPO  

ト生 に する 提案を行 。

整 に する 提案を行 。

・ の 策１２ として提 する。

の の  

① 事 として コ の可能性を えることも い。

② 能として が しい。

③ ートを しむ が している。 の中に ートコー が しい。

動 ーが る を整 する。かなり が まると 。

を しむ BBQ 、加 をつ り、 の とする。

ー が で、 内に すると い。
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の は、 時 では 動もあり、 な は難しいとこ

ではあるが、 動と 行して、 後の な 活 に向け、対策を る。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

① 後の 活 に 心と意見を つ。 

 ① 後の 活 に 心と意見を つ。 

 

① 後には 地の きを早 に める。 

② の意見を な を に ける。 

③ 議会 の も する。 

 後の 活 に する からの 提案を に取り る。 

 後の 活 策 の 、期 を 記した ュー 、

き について 内 意を て する。 

 に り行 を策 し、 の を る。 

 の 行 の を し、 行 を行 。 

 の 行 を に 、 する。 

民
NPO  

① 後の 活 に する提案を に行 。 

 

の の  

① 生の下 な 、 をして が まるとその を回 できない もいて、とっても っ

ている。 が 善の だが、 後には早 な対策が 。 

② やはり が 善策だと 。 

③ い が な て っているまちが、 者が な て っている を しても共 。

の を えると は難しい。 で、N 注 2の な通 制の の は

可能性がある。 生は 、 に まり、 は トで な に って行 。 

 や の の がいいと 。 ミ な が ましい。 

 １ 会の議論が まったときは、 や の には な意見だったが、

この 地にはその可能性もある。 が 。 

 の の のため、 、 ー 、 コー の整

を える。 
                                                  
2注  ：N 、 る に する

N ン 、2016 4 1 に

を を 47 する の の を ：

Wikipedia  
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 つの に る り、 、 、 、 etc. として活 する。 

 ートシティ を える。 

 200 容可能な ー は ー として活 でき、その 能を る。 

 、 としての活 を える。 

 後の議論が 切。 
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提案２の のため、 の 策を します。 

 

事を める のニー は で、 者と 者のミ を してい 。 

 

「 策 」の に向けて、 が   
案 9-1： の （ 3）  

市民の （ の 市 いる ）

 
仕事 いか 仕事 いか  

市民の き  
仕事 いか 仕事 いか  

市 の のある （

） 
い 仕事 いか 仕事 いか  

 
市民 

 に に 力する。 

 対 になった には、 に回 する。 

  の意 を地域で共 し、 に に 力する。 

 
 を に める。 

 の を行い、 する。 

 をもとに、 な 策を る。 

民
NPO  

 の 、 、 に テ を り、 を る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
3注  ンプル ： をす て する い に て、

ンプル を て 、 の を に す

る  

提
案  ２. 事を めるい な とそ に った 事を つける 組 を

る。 
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「 策 」の に向けて、 が   
案 9-2： い き かい 提

る「かもがわ 」 くり る  

 
市民 

 者は、「かもがわ 」に します。 

 事 の 者は、「かもがわ 」に します。 

 者も 者も「かもがわ 」を に活 します。 

  「かもがわ 」の に 力する。 

 

 「かもがわ 」の を に る 組 を する。 

 「  かもがわ 」の を 助 の する。 

 「  かもがわ 」の を 助 の 、

の と の が した 、 の と の が

した の助 の する。 

 「かもがわ 」の を、 の ー ー 、 な 、あ

ら る ー を活 して する。 

民
NPO  

 「かもがわ 」の を行 を する。 

 

の の  

 の トは、 で える にして しい。 

 の テ を でもわかる にする ： 員、 ート・ ト、

、 ティ な 。 
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10 

て中の 、 が 心して 事ができる な を整 する。 

 

「 策 10」の に向けて、 が   
案 10-1： の る（ 「 き

」 いい ）  

 
市民 

 て中の 、 でテ ー ができる は、 らにテ ー

の を り、 き ート ィ に もを けながら 。 

 ティ として 力する。 

  の ティ 活動の 、地域としての を行 。 

 

 地の ート ィ に する の 直 か

か を する。 

 とする 、事 者を 、 する。 

 き ート ィ を内 に し、 に で て中

の 、 の と き ート ィ でのテ ー

を める。 

 もを けながら 員を える の に 認 こ も

き ート ィ の を め、 まる との を す。 

民
NPO  

 活 に する提案を に行 。 

 

の の  

① こ からの 事のあり を える で のある 。地域の て な が ティ

で参加できると 。 
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提案３の のため、 の 策を します。 

となった 中 、 となった や 以下「 ・ 」といいます。、

地を に 活 する。

。 策２の のためのそ の行動については、 1 体案 2-2 を だ い。

10
て中の 、 が 心して 事ができる な を整 する。 

。 策 10 の のためのそ の行動については、 1  を だ い。

11
の テ シー向 を る。 

「 策 11」の に向けて、 が  
案 11-1： も きる の る

の る  

 
市民 

や行 が行 かもがわ の テ シー向 のための 、

に に参加する。

 行 と 力して、地 に いて、 ・ をつ る。 

 

の テ シーの向 を、 の として る。

の ー ー との 化を意識した として、

・ を に行 。

コ な の ー ー を する の を

助 の創 、 の での提 する。

民
NPO  

コ な の ー ー を する を する。

の 会 の として、 対 の ー ー を する。 

の の  

① テ シーがな ても、 通に生活している は い。 な取り組 には し

もある。

提
案 ３. に で で 事をするために、テ ー の 、 ート ィ

の な を する。
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② に を えてもらって しかった。 に参加できる があったら しい。 

③ が 、 に参加する となることがある。行 、 の 力で 者 をな

る 減らして しい。 
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提案４の のため、 の 策を します。 

12
や を対 に、 や の に取り組む。 

「 策 12」の に向けて、 が  
 

市民 
や を える。

 
の取り組 に 力し、 や の参加者と地域 の

の を 、 する。

 

や に が参加できる 組 をつ り、 から参加する

たちとの を る。

が行 の に 力する。

の 体 、 き り体 な の のため、 体と 体

との しを行 。

の の提 を える。

民
NPO  

① シー 、 ー ィ な の ー 、 体 、 体 、地

、 生コ テ トな 、 ならではの や の

を し、 や に する。

② シー ー の ト を に組 むな 、

の な 力を行 。

の の  

① わかし の を る。

提
案 ４. を らに らしやすいまちにするために、 てのための の

と 心できる 、 の らなる を る。
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13 

が している強 を活かし、 らに 心して ら るまちを し、 、

の のため、 、 を に する。 

 

「 策 13」の に向けて、 が   

 
市民 

 ・ のまちとしての りを る。 

 内に いて、 、 の 題について し 。 

 
 ・ のまちとしての りを地域で共 する。 

 、 の地域の課題について し い、 な に をあ る。 

 、 の出 ー を地域に に け る。 

 

 中 の「 な の時 」に ・ をつ り、地域、

との に り、 ならではの を る。 

 中 の 体 の として、 内の 、 の を に活

する。 

 「 な の時 」の として、 内の 、 の と

力し、 の 、 の と を す ：「かもがわの

と 」 を 行する。 

 、 の 会を する。 

 「 ・ のまち」を内 に発 する。 

民
NPO  

 ・ のまちとしての りを る。 

 中 の 体 の として、 らの に け 体制を する。 

 「 な の時 」の の 行に に 力する。 

 出 、出 防 、出 な 、地域との に な出

ー を 、 する。 

 

の の  

① の 会の を む がある。200 の参加者があり、「 ・ のまち」の

ー にもつながり、 興にも する。 
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第 分科会： る ） 
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-  る き か  

 と 、 える き 生活 とは か。生 、 全とい 可 は で

す。そ を前提に、もっと にとい で の生活 を に るための

な が です。 

 

-  の る 

な 者との共創の が たな可能性を き出すと えら ます。 

こ までの 通対策は に 共 通 者の 力に っていました。こ からの ト

ー の 化を えると、あら る 通 を する 者との が ー ー になり

ます。 

 

-  る 

地域の共助 コミュニティ や と のつながりを にした、助け 動 の

が です。 

 

-4  る 

を します。いつまでに、 を行 のか、 に期 を 記し、

にならない、 行可能な にすることが です。 

 また、 との に り、 に らない を します。生活を える 通とい テ

ー は、行 も も に対 し、向き い、 い を る で取り組まな

け ならない課題です。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で

記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた

ものです。 
 
 

提
案  １. や 、 シー の の 通体 を見直し、 活 する。 

→背景となる課題意識：共通認識①③  

 

提
案  ２. 地域の力 共助 で、 動を える 組 共助 通 を る。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③  

 

提
案  ３. 

地域が つあら る 動 に し、そ らの 活 、 ト ー

化な を通して、 しい 動のあり を ・ する。また、 の

動 、 動 な の地域 の 可能性を する たな 動

の 。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③  

 

提
案  ４. 全に 動でき、 動しやすい を整えるために、 通 の整

を める。 

→背景となる課題意識：共通認識①  

 

 

 

 



164

提案１の のため、 の 策を します。 

の やコミュニティ 、 、 の 共 通の が 、 性、

性に がでている。こ らの を高める。 

「 」の が  
案 1-1： 分 い あら る が

の る  

 
市民 

対 の に参加する。

の 共 通について る。

の 認と時 を する の や シー を し、そ

の ト・ トを る  

な について える。

や に できる を いて る 後を え、 い や通

時に 共 通を することの 性、 の のあり について

える  

 

の 共 通を地域で る。

り い シー の行 が提 している ー の を地域でも行

 

な について地域で える。

ート を して の に してもら を える 、

ー ー、 、 ニ を る を する

地域で の整 を行 。

 

対 の を創り、コー ィ ートする。

の 、時 に わ に、 共 通全体の 化

を 事 者と共に する 行の 、時 、もっと しても

ら を見直す コミュニティ の 、時 を見直す 共 通

の を す り い シーの の 、 者を やす取

組 を する  

の 共 通について と をする。

共 通の の を し する 者と のニー を

提
案 １. や 、 シー の の 通体 を見直し、 活 する。



参
考
資
料

165

 

に する  

 の 共 通を する。 地 の を行  

民
NPO  

 対 の に参加する。 

 

の の  

① は 会であり、 と に る がいない。 に を っている がいる

と わ ない可能性があるので、 通についての意識改 が 。 

② 高 の り なのに がない。 

③ を するにも まで い。 

 コミュニティ ・ の 行時 と 行 の が 。JRや高 、

シーとの な 、 の として の としての 性の高い、 のあ

る な ができる にな と える。 

 生活に な の の中に を するのは か。 

 をな し、 を で に 降できることも える。 

 コミュニティ の を 化すると、 が 載しやすいのではないか。 

 コミュニティ のこ からの について、 も 助 を出して、 は は

っているか、 を でいるか。な いとい 意見もあるが、な なっては

る もいる。 

 の を見直す。生活に な の前、または中に を できないか。 

 コミュニティ の に 中の を見かける。そ をな し、

を るために、 化するのは か。そ す に を することもな 、

1 で むと 。 も 減でき、 が に出 るのではないか。 
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心 と を の 共 通 高 ・ の なる を る。また、

ーミ に ーミ までの 性を向 る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 でも 共 通 を する。 

  共 通としての 、高 の を地域としても える。 

 

 や高 事 者と との対 の を創り、コー ィ ートする。 

者減に る減 、 に る 者減とい の を の   

に えるための対策を事 者と 者である が共に え、

行する  

 のための 整 の可能性を る。 

ー ・高 の の の整 を  

する い の の  

 のための ト での対策を する。 

ー を発行し の を やす ー を行  

民
NPO  

 の 行 の 行を する。 の 行や 行の を やす。 

 

の の  

① までの 通 が改善す い の生活の が高まるのではないか。 

② が ーではな 、 で たいと 策を える。 

③ 通事 者と 者の 共 の を する。 

 整 の が むことで、 な の が に高まる。 

 ーミ  。 

 発 の高 の を り にして しい。 
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心 から までに加え、 内の 共 通の 動を するために、 となる

の と ー を する。 

「 」の が  
 

市民 
地域の となる に出向き、 いやす 、 を る。

 
シー ー 、 、 の を 回する を する。

行 者との提 を る。

 
① の整 、 の の整 、SNS の ー を行 。

② の に きい をつ る

③ は えるな にする

民
NPO  

向けの を る

の の  

高 の を やすための に地域内 通の 能を た ては か。
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通 者の 動を えるため、 行中の り い制 シーを し

行に る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 の意見を き、 りに参加する。 

 とと えて、制 の を で する。 

 の や シー を し、そ の ト・ トを る。

 

 後を し、 い や通 時に 共 通を する 、 の

に える。  

 シーを に 、 する。 

 、 な まとめて する。 

 

 動 の を地域の課題として え、 シーの を

ける。 

 した の意見を き、地域で や時 な の制 内容を し

て、 と共に 行にあたっての りに参加する。 

 、 ー ー、 、 ニ を る を する。  

 り い シー の行 が提 している ー の を地域でも行 。

 

 シー 会での 者の り こしを行 。 

 

 行 の ト ー を ち 、 の も まえ

対 を する。 

 通 者を する シ を る。 

 な の制 内容を地域と共に 議する。 

 に て、 シーに わる も する。 

 者と のニー を に する。  

 り い シーの の に る 者を やす取組 を

する。  

 な 、 制を減らす。 

 PRする わかりやす 。 

 全体 に見直しを行 行 や 行 時な 。 

民
NPO  

 行 との 議の中で いに制 内容を する。 

 に いても制 の を行 。 

 を見て、 シーに わる ー も す
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る。 

 

の の  

① いな り い シーの は強い。 

② に ・ ・ の だけの で、 も まっているため、 の出 ける と

わない と っている の を にする。 

③ なのでこ から なるかわからないのですが、 め事も し、また、 地 内全域

になるとありがたいと していたが か。 

 い 、 、 会 、 の行きたいときに の で出かけている。しかし、 を

したら なるか心 。 

 り い シーを し全 に たい。 

 ト ー 発 を かけたい。 

 シー： 行な のものを ことを えては か。 

 と いしている。 

 シー： 、ニー とあっていない、 なのに になっていないので

はないか。 
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提案 の のため、 の 策を します。 

 

地域のつながりを とした、助け いのシ テ としての 動 を創り る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 通 者について、 助・共助・ 助の で えることをしてい 。 

 動いているコミュニティ とに えることを提案したい。 

 
 ティ に る 動 を える。 

 地域 の の てる力を活 してい 。 

 力できる で の いをする。 

 
 制な の制 を整 する。 

 地域で えるためのきっかけ りを する。 

 地域 シ テ との な を する。 

民
NPO  

  

 

の の  

① ティ に る も える きである。 

② コミュニティの に た を 意し、 な時 に を ら る。そのことで、 の

の も共 でき、防災、 、 な の助け いにつながる。 

③ い や に行 は して、 り。 ティ もし は ト制・ ト制にする。 

 

 

 

 

 

提
案  ２. 地域の力 共助 で、 動を える 組 共助 通 を る。 
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災害時に 早い 動が 難な たちを地域の中にある 動 を って、 全に避難

る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 地域の を る。 

地 者の をする に 害者や 高 者がいるのかを

する  

 地域の活動 の 力をする。 

 災害時の ートの となる。 

 災害のときは、ま の を る。 

 

 害者の と ートする を 化する。 

 コミュニティを強化する。 

・ 組 の け 地域にある、 、組な の組 る の活動を

える  

 

 を活 できる体制にする。 

の を る の いを え直す ・

課・ 防・ の がりと、 で動 と地域に するシ テ と

を地域に す  

 ある地域組 の見直しをする。 

民
NPO  
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提案３の のため、 の 策を します。 

 

内にある 通 を する全事 者と し、 ー ーな の 事 を に、

通 者の 動を える の い 動シ テ を する。 

 

「 」の が   

 
市民 

 の に参加する。 

 ある 通 を できる 時 の をする。 

 っている 性を てる。 

 

 内の 通 事 の 力を 。 

 地域の を活 してい 。 

事 者・ 事 者・ 事 者な の  

 力できることは 力する。 

 

 の を創り、コー ィ ートする。 

に する を 案する テ ・ 、 事

者 、 で える 通 を活 した に る 動 の 組

が できる 、地域・ 体との 議の を する 、事

かとの で かの を行 が 力して出 ることを

に える  

 体 な課題や 害についての の を行 。 の共  

 通 者を する シ を る。  

民
NPO  

 の に参加する。 

内にある 通 が の 動 となり るか、地域・行 と共に

える  

 

の の  

① ある シーで 事 の をある 、 事 に出 ないか。その を 中、

シーにして、 内 と できないかなと えます。 

② 力事 者を して ては。 事 者だけに らないで しい。 

提
案  ３. 

地域が つあら る 動 に し、そ らの 活 、 ト ー 化
な を通して、 しい 動のあり を ・ する。また、 の
動 、 動 な の地域 の 可能性を する たな 動

の 。 
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③ 内の 事 者の だけでは難しい。 

 、 、 、 シー、 、 員の活 。 

 共 通 との 性は。 

 内の 通事 者の を いて たい。 

 の トで の が 力していて らしいと た。常に 体制が整 こと

が 。 

 者が えなけ 事 として できない。 

 の 通シ テ を り、 え、改善の行動をするためにも、 通 者と 者である

との 共 の を創ることが 。 

 MaaS ー を に整えていけ いい。 通 を 活 でき 。 

 シーと の に る、コ ト 減と 性の向 を とした

MOVERの え は発 性のある を る可能性を る。 

 に行 ために を しました。 は でした。 も 切でした。 通

者になったとき、 が なっていると ので、 りやす 、降りやすい の い

が いと いました。 が できな なったときは、 動 に らな てはいけない

しやすいシ テ を行 に いします。 

 の を えると、 をあまりかけないで 内 通 題を できる はこ 以 ない。

を に背 わ るのではな 、 共の が 体になって、 会を 会を し

て、コー ィ ートして ー ーを する。そして 5 に て 後につ

な る。 

  



174

 

 

通 者の 動を ートするため、 内での 動 に 動 の

を する。 

 

「 」の が   

 
市民 

 っている 性を てる。  

  地域 の の てる力を活 してい 。  

 
 動 や 動 の する や に、 に している

だと り をする。 

民
NPO  

 内で や を行 。 

 

の の  

 動 は、ま 、 ・ 。 では、 な での 全性 が課題。 のコ
ト を活かし、 動 、 動 な の の可能性を しては か。 

 シーな の 、 に を た が い。 

 動 を するに たっては、ICT Gな の整 が 。 

 動 は災害時に 常 としても活 できる。 

 動 ： 向けにも できないか、 ー き or の して を
ら る。 

 が したら、そこに 向け、 、 、 動
内案内 を るのは か。 
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通と生活 通の 体化とい で、 の 通シ テ を見直す。 

 

「 」の が   

 
市民 

  

   

   

民
NPO  

  

 

の の  

① を強 に える が 。 

② 地をつな 回 をつ り、 できる にする。 

③ コミュニティ について、 いやす や りかえやす な し も いやすい時

の や な の 発な 制を てでも が 。 

 シーとコミュニティ ・ ・JRの り えで にも にも

性があり のある 内 通 ー が出 と えます。 

 コミュニティ ・ り い シーの中 地 の を やすことは ート

事 の 発としては 力ある を提 する にもなり高 者の 動 を やすこ

とにもつながり 。 

 テ から地域体 シ トすることが と生活の 通 体化につながる。 、

、 に から 出する りと、そ に対 できる 通 をつ る。 

 らしい 地があるのに、そこを する 通 がない。 した なる な 通

を テ の に るできないか。 

 生活 通との 体化は、 ー ト、 な の いがあるのが課題になる。 

 した シ を 意する がある。 
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10 

行者が、 ることに 力を ら る 動 ： ・ト ト の を

して に る。 

 

「 10」の が   

 
市民 

 会があ トや NPO に参加する。 

 SNSでの発 を行 。 

  各 の だけでな 、1つの地域として を する えに わる。 

 
 の を る いす の な 化、 の

切 の な 通と 事の ー 化 。 

民
NPO  

 き ー の として 、 な を ってもら 。 

 or きの ト 、 を する。 

 

の の  

① と が し、 の な 内で を な を る がある。 

② も たいと える になるには、 通整 や となる の整 も 。

の の を参 に整 して しい。 

③ が と を る NPO を ち る のつながりをつける、 する、 した

後の と を行 。 

 動そのものが 力になるとい での 動 を える いす 化 。 
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提案４の のため、 の 策を します。 

11
シー の を減らすために、 以 の に の を

整 する。 

「 11」の が  

 
市民 

① 時の 回 を して 。

② が きやすい時 には 回 を 。

③ 時 を して行動する。

を り、 に にする

 時の 回 を地域で共 する。

 
と 128 との早期の を める。

の整 を める。

民
NPO  

の 、 で通 に える

の の  

① が ーではな 、 で たいと 策を える。

② 整 ているが、通 に する が ないと る。 行してある 181 は通

になっているが の も だと る。

③ 24 の から に ける は、整 ているが 者が ない

に 。

地を 回 を り、 も できる にする。

提
案 ４. 全に 動でき、 動しやすい を整えるために、 通 の整 を

める。
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12 

もたちが 心して 全に通 や に行けること、災害時に 全に避難できること

も の きな の つと える。そのため、 の や通 、 の整 ・

を める。 

 

「 12」の が   

 
市民 

 ミ があ 。 

 もと 全な通 を 認する。 

 している 、 の を に する。 

 
 を に る。 

 見 り、 通 を行 ・参加する。 

 の を 会の 員だけでな 、地域全体で行 。 

 
 た を改 する。 

 の を い ら る体制・シ テ を る。 

 避難 、 の整 をする。 

民
NPO  

  

 

の の  

 の 化を する。 

 ー ーが通り らい がある。 
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13 

を る の と は でやって る。 の 、 共 通 での 動

を すために、 となる の整 を める。 

 

「 13」の が   

 
市民 

 しそ な時 は にいる。 

 り早 、または 出かける。 

 
 の を える。 

 き地の提 を行 。 

 
 の を取りまとめて発 する。 

 を して 通の を強制 に る。 

 ・ との で整 を める。 

民
NPO  

  

 

の の  

 の 化を する。 
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 通 者が 動をして い や に行 のではな 、 や が で 動してきて出
を るとい え もできる。 

 も たいと える になるには、 通整 や となる の整 も 。 の

の を参 に整 して しい。 が と を る NPO を ち る のつながりを

つける、 する、 した後の と を行 。 
 い 、 した時に生活 を 全で 心、 化 、 会 に る に整えて

しい。 

 そもそも をするにも を やすことが 。そ には を やし、 を やす。こ に

は であることは 可 で、そ は にとってもいいことに がると います。

向けに 、 直行 を 。 

 コ トシティ 通で は やすい を っているが、 からの 口 動があ

ると して、 でも に 体 な かを える がある。 

 通を える中で、 は を中心に を整 してい のかが見えてこない。 なのか、 なの

か、その なのか。 

 の 共 通 が い の をもっと にした が い。 ートや
な の ー も 事ではあるが、もっと 事なのは、コミュニティ ・ ・
シ を め、そ の 者や地域 と、 に して のない の を

も け、意見を し、 に えなけ ならないこと、 たに する きこと、
ュー の 地を す 。こ らの な の共 化を する があると

います( 共 が 会 では りがあったり、 いこ があったりする を すため
にも)。 

 災害時、 常時に 能する 通 の 。 
 通を課題とした 会だが、 ・ ・ と課題は に することが か がっ
た。 

 MOVER の では シーと する にすることで 事 の
に まら 、 事 の 出 減や の発 や 者の にもつながる。 

 を けるために に出てい な の は、 に 力ある 行 が いことの
。 

 

 
 
 
 
 

 

その の の意見  
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「かもがわ市民会議」からの の提案 

（第 分科会： づくり） 
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-  市民 が の もの の の る 

化の中で て の を り、 もの ちの を整 するには、 てを

えた の 力が 可 です。そのためには、行 が の て が える 難や

や ちに ける課題を し、 に に発 することで を め、 が て

ちに 力できる や 組 をつ り けることが です。 

 

-  が る い 

の ての や ちの を るためには、全ての事 を行 が す

ることは ではな も ありま 。地域や ー 体、NPO や て

ー な のコミュニティで もや て の と な の の をつ

り、 してい ことが 可 です。 

行 は、 な取組 や な課題を えた や も の 、地域と たなコミ

ュニティの創出を する と を にして、事 の を え 行 があり

ます。 

 

-  きる づくり 「 づくり」

がる 

が参加する て ちの りの取り組 は、 に ける りや行事、防

災や防 、高 者の見 りや 防の り、 たな 事 りな に る地域コ

ミュニティの 生につながっていきます。 

もは しも では でき 、 だけでは てら ま 。地域で てや ち

の を整えることは、 な課題を が「 と」として え取り組む「

たなまち り」 の となります。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた
ものです。 

 
 

提
案  １. 前から 後、 もたちが するまで、切 のない を て

に提 する。 

    →背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ２. もたちが生ま った のことを まで以 に きになって

る に、 ・ 内容の を る。 

    →背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ３. なで見 る体制にでき て の を減らすことが出

る。そのため、 て と地域のコミュニ ーシ を る。 

    →背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. もたちが 心して る、 者も 心して ら る り

を める。 

    →背景となる課題意識：共通認識②③ 
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提案１の のため、 の 策を します。 

 

を めている が めているものを けら る に「見つけやすい」「見やすい」「わ

かりやすい」を意識して を発 する。 
 

「 策１」の に向けて、 が   

 
市民 

 期や て の に の め や そのものを える。 

 てで りたいことをまとめて、 ら ー を る・ る。 

 のつながりで ーしたり ートする。 

 ちの から を る。 

 の と なり、 を共 できる にする。 

 がありそ なとこ 出向 。 

 ・PCを って の HPを見て る。 

 共 を に して りをする。 

 

 コ ニな 、 が出 りするとこ に 、 ーを

する。 

 地域の に けをしてい 。 

 も めて OB に 事や りの いをしてもら 。 

 が ら る を える。 

 を地域内で共 できる な 組 を る。 

 もが生ま た かりの を けら る にする

トの 。 

 回 な を って地 で する。 

 

 に にした なる、 て しいトー ート に改 し、

が に取る が高い に 。 

 トー ート を と共に す。 

 ー トだけでも、対 でも、 ちらのニー にも えら る と

体制を整える。 

 ー を に けら る に HPを する 見やすい

、わかりやすい 、 っていることで テ け 。 

 の HPを見る に える。 

提
案  １. 前から 後、 もたちが するまで、切 のない を て

に提 する。 
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 前に 、 もを けら る な の を提 する。 

 を だけでな 、 に るな 、 にする 会を やす。 

民
NPO  

 行 では行っていない取組 や強 となる ー の を行 。 

 

の の  

 が も を取るのを めてしまい、 の を にすることがな なった。 の

な ない を める の 員も、 が に 者 を取っていない。

だけでな 、 に るな 、 にする 会を やす 力が 。 

 HPは のものが見やす 、興 を 内容になっていると った。 

 者の の 提 は の に えるか や しい 。 

 トー ート は改 して、「時 で えるもの」「 で しい 」な

けして、 口 の を にする。 とともに として るといい

のでは。 

 を に えるために、LINEを することはできないか ト・コミュニティ

。 
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の て ニューの は でも だが、ニー を 切に し、 前から

後までの切 のない 策、 体制を り る。 

 

「 策２」の に向けて、 が   

 
市民 

 てについて、 の もや て に える。 

 2 の もが生ま た が にあったら、見 り・ 助けをする。 

 を いてあ たり、 事の をする。 

 に参加する。 

 を取 する。 

 ちの 性から を て、 が出 そ な てを に える。 

 

 っていそ な には を け、 り とを に える。 

 が もを て行けて、コミュニ ーシ が取 る の提 。 

 を取 しやすい りと の をする。 

 事の な から 、 えてもら 。 

 

 に る に な きにする。 

 ち の ・ を ら る ： した したらいい

か、 、 防 な 。 

 での にも を向けた の提 。 

 2 を行 。 

 や な の 化を める。 

 体となった出 前後の ートを行 。 

 て を けたい と 助したい の シ テ を る。 

 中の や の時、 わったあとに に る を ける。 

民
NPO  

 行 では行っていない取組 や強 となる ー の を行 。  

 

の の  

① 1 の時は、 切で とか てできたが、2 となると があるからとい こと

で、 助が な なりがち。 

② がいると 出しに いので、 中の や の時、 わったあとに に る

があったらいいと 。 あい ーの を して、 が わったあとに が出 る

にする。 っていること、そ を が り切ったか、 いて めるものがあったらい

い。そこに、 者が シ テー ーとなって、 たちの ト ー を っていけたらい

い。 
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③ 対 シーの な 組 を する。 を した者も できるとな い。 

 

 

を に に し めた ・ ・ の な は、 て期 中に

や地域から しがちで、 に に りやすい 向にある。そのため、 て

の ・ を してい 。 
 

「 策３」の に向けて、 が   

 
市民 

 事を に ま るのは いことではないとい 意識 け に む、

って る 。 

 ー を る・ る。 助けを める。 

 て 、 も 、 も な の りと めをする。 

 も に を提 する、 強を える、 を える、見 りをする

な の活動に参加する。 

 事を する。 

 を き、会 の中で か 化を で、 できることはする。 

 もの を見る。 

 

 や けをきっかけに を 。 

 て 、 も 、 も な の りと め の 力。 

 の を見る をつ る。 

 て を行って る。 

 て の 後 つ 者に ら る にする。 

 地域で もを見ら る にする。 

 

 ー を提 ー、 、 事 。 に る き。 

 や 共 を活 した て 、 も 、 も な て

の な りと め の 。 

 つな を る。 

 ー を に けら る に HPを する 見やすい

、わかりやすい 、 っていることで テ け 。  

 て を けたい と 助したい の シ テ を る。

 

 中の や の時、 わったあとに に る を ける。

 

民
NPO  
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の の  

 も 7 に 1 はいるとい の 事や を行い、 の からの を

る がある。 

 なのは 時 な事だと える。あとは になる。 

 が な に、「ここがある」とい を らしめる があるか。 

 NPO 体や 事 ー な 、出 るだけ の ー と できるといい。 

 の が難しい な が えている。そのため、 にも しやすい。 

 後 つは、 すら いたことがなかった。 になると が ト で が な 下

にいることに き らい。 から 、 けな をして の見える りをすること

が と った。 

 「 て を 共 で」が、 が高いと っている い の がいる。「 の を

が に てます 」とい を が てるといい。 は て中、行 ・地域に

助けら 、生活しやすかった。 っているだけで かになることがある。 て の が

心して てが出 るといい。 

 して る には、 の を に ないと に であること、 こで に

ら るかを しして案内して しい。 も取ら 、 内会にも っていないと に

の も ら てもらえないことになり、 している。 ら動ける はいいが、そ でない

には けてい のか、 ー ー ー トに 力してもら 、 を えて して

たい の で見たことがある 。 

 がいると 出しに いので、 中の や の時、 わったあとに に る

があったらいいと 。 あい ーの を して、 が わったあとに が出

る にする。 っていること、そ を が り切ったか、 いて めるものがあっ

たらいい。そこに、 者が シ テー ーとなって、 たちの ト ー を ってい

けたらいい。  
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・ 課後 ー な の整 ・ を ることで、 きながら

てできる 整 を行 。 

 

「 策４」の に向けて、 が   

 
市民 

 そ の 意なことで を行い、 課後の りを行 。 

 の も、 との の を もに え、 心して や 課

後 に通える にする。 

 

 地域の中から ティ を る。 

 もたちが参加したいと える な内容、 もが に った後に と

コミュニ ーシ を取りた なる な内容 りを える。 

 き や を提 する。 

 
 会 議会と も 課の の強化を る。 

 ティ の シ テ を で する。 

 を する の を行 。 

民
NPO  

 地域の の はそのままに、 の ートを行 。 

 体 、 ティ 体 な の 会を創出する。 

 、 課後 に参加し らい もや、 対 を する

ー を提 する。 

 

の の  

 を が 化した で、 を と ・地域で 出 たら い 助 の

化 が 後 。 

 ティ と ー の 者とで を取ってい ことも えたい。 

 会な の地域内の組 と を ける取り組 も ではないか。 
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提案２の のため、 の 策を します。 

 

前 の 性が か ている 、 前から と る、 した 前

の を る。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

  

   

   

民
NPO  

  

 

の の  

 前の から、発 害のある もの を行ってい 。 

 そ の地 の を る の なものがあるといいのではないか。 

 

 
意 を できる を する。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

 い で の を える。 

   

  地域で活 ている 識を に活 できる 組 を る。 

民
NPO  

  

 

の の  

① と にはある があることを えると共に、 事で の になる

識を 中 で でいることを える。 

提
案  ２. もたちが生ま った のことを まで以 に きになって る

に、 ・ 内容の を る。 
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② え 、 で を するのには、体 に ま る や な を するのに

を 。そ いった を見ることで、 の 事 の興 や を ることにもなる。 

③ りがあまり 強しないから、 もしないでいいと ってしま 。 、 はとても

難し なってしまい、 、 の い にしか けない。 

 を える も 。 

 地 しか見ない は の か が見えない。または、 しても だと っている。 

 こ も で と の もが ない。 もを やすための 策を めて しい。 

 時 内の の なら 、 ・ ー を活 した興 ・ 心の も 事。 

 こ からの時 は、 い に行ったら全て OKとい わけではない。 のやりたいこと、

意なことを見つけら 、 る な、 の強化だけに らない きな も 。 

 もが になりたいか、 に興 があるか、 やったらその に できるかといった、

の と な は 。 

 

 

かな を活かした、 ならではの体 の を る。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

 のできることの を行 。 

 体 を ・ 力する。 

 の や の や を行 。 

 
 から になって らかの を つ。 

 体 の を提 する。 

 
 の や の に 力を いで してもら 。 

 員の や体 の があることの を行 。 

 ・ 体や の ・ の を行 。 

民
NPO  

 会の提 や の提 な 、体 の を行 。 

 

の の  

 もの体 として 会の を む。 
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・発 の の を る。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

 共生できる に、対 となる もと の もの わり をしっかり

と える。 

   

 
 の生 の ート の を行 。 

 や 見を すためにも、 の な をする なのかを する。 

民
NPO  

 ・ のための 会やシ を する。 

 

 

 

からでも 心 の に通いやす なる 策を えるな 、 な を提 する

しやすい り 。 

 

「 策 」の に向けて、 が   

 
市民 

 の をする。 

   

 
 の 制 や通 期な 、 時の な助 をする。 

 に が える な の を する。 

民
NPO  

 通 に える な の を行 。 

 

の の  

 期 の ィ or る と でも OK の な 組 を ったら

か。生 やあしなが な あるが、 こかの かの ではな 、地 の ものた

めに できるなら 者が えるかもし ない。 
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提案３の のため、 の 策を します。 

10 

コミュニティ ー や もたちが でいる の見 り体制な の、 もとその

者を地域で見 る 組 りを める。 

 

「 策 10」の に向けて、 が   

 
市民 

 者が もと に で、 全を 認する。 

 を に行 。 

 ー で行動する。 

 の の を る。 

 ー に わる。 

 シ ー ーに して て の を ける。 

 
 が っていい を する。 

 に に る の 全を地域で見 る。 

 
 の提 と 。そのための 全 認、 な整 を行 。 

 も の に を える を する。 

 なら を行 。 

民
NPO  

  

 

の の  

 もの下 時 が 生の 、1 6 生までが 後 3時でまとまっていることは、地域の

が 意するのでいいことだと 。 

 「 て を 共 で」が、 が高いと っている い の がいる。「 の を

が に てます 」とい を が てるといい。 は て中、行 ・地域に

助けら 、生活しやすかった。 っているだけで かになることがある。 て の が

心して てが出 るといい。  

 

 

 

 

提
案  ３. なで見 る体制にでき て の を減らすことが出

る。そのため、 て と地域のコミュニ ーシ を る。 
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11 

や防災 な の地域 トを通 て、 て とコミュニティを る。 

 

「 策 11」の に向けて、 が   

 
市民 

 地域 トに参加する。 

 者にも参加してもら 。 

 して できる に を行 。 

 
 全員が参加できる に を する。 

 の を し、 者にも参加してもらえる にする。 

  に た 化を する。 

民
NPO  
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提案４の のため、 の 策を します。 

12 

かな の中で もたちが る に の整 を行 。 

 

「 策 12」の に向けて、 が   

 
市民 

 NPOな を って、 の生 、 の生 、 の生 、 全

な を える。 

 者が もと に で、 全を 認する。 

 を に行 。 

 ー で行動する。 

 
 な に を提 する。 

 が っていい をわかりやす する。 

 
 生 に しい と してもらって、 になってもら 。 

 の でも 地の テ に回 る な 組 り。 

 の提 と 。そのための 全 認、 な整 を行 。  

民
NPO  

  

 

の の  

 もが い 、 の 会に参加したり、 の で りに参加した

りでき、 だからこ な に に する 会があり、 かったと っている 会だっ

たら中 ら なかったと 。 

 や がいることで、 から ることが ある。動 の 前、生 、

な ・ な 。生きる力となる。 

 ・ ・ ・ 事 り の ・ 。 

 高 化や が行き か 、 が て や が てしま → が になる 

→ にも する → 事としての の 。 

 が 、 生の生き と える → を活かした ーも る。 

 

提
案  ４. もたちが 心して る、 者も 心して ら る りを

める。 
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13 

心して る、 ら る を るためにも、 の整 ・ を める。 

 

「 策 13」の に向けて、 が   

 
市民 

 者が と に で、 全を 認する。  

 を に行 。  

 ー で行動する。  

 
① が っていい をわかりやす する。  

② に に る の 全を地域で見 る。  

 
 の提 と 。そのための 全 認、 な整 を行 。  

 も の に を える を する。  

民
NPO  

  

 

の の  

 が ったとこ には のある があり、 の にもなっていた。す り 、

のある な があったらいいと 。 ーシ ー に を たが、

テ に てしまった。 える に テ して しかった。 

 の を も の にもっと する。 

 の 地を の として したらいいと 。 会の もと の もが、

いに する 会を るな して、 会の から を けるのはいい。 
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 もの が減り、 の も減って、 い と する 会が減っていることも 後

いて るのでは。 

 がいると救 があることは 心。 

 期 防 については のものが いが、 や、 後、コ の 防 も

しなけ いけな なる。高 者には 助があるが、 もにも しい。 

 の減 、 の通 があり、生 の りが出ている。 活を に 行

向があるので、 内 3 中 で 活動を して らない にしたら か。もし は、いっ

そ をな すか。 

 てし、 できる 力 なまち りが 。そのためには、 てに した地域で

が できるかが課題になるので、 の の 地や を 提 することを えてもい

いのではないか。また、見 りの体制ができているかも 地域を になると 。 

 い の 者を やしたけ 、 て・出 の ートが 事だと に に 。ま

た、いす のやっている のいす ー ニ 化も 者にとってはいい トだと

には 。 では も め ー ニ  

 な組 でも、 生 やっているから OK とはならない。 を して 事をしているの

か、 のための なのか、 いを って って しい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

その の の意見  
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「かもがわ市民会議」からの提案 

（第 分科会： る ） 
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-  が  

災害時に なものは、 で な です。 化 会となった 、 な が

できないと は になります。災害時に に し、行動するためには、 な

が です。 

そこで、私たち 、地域、行 に いては、その 性を に認識して、そ

の で 体 に 発 と を行 ことが です。 

 

-  から る 

平常時に出 ないことは、 常時に出 ないことを 認識しなけ なりま 。

の に全 各地で発生している 災害を「 と」と え、 を たちの防災対

策に活かし、 える があります。 
 
-  る の  

災害時に 災 ないためには、 助・共助・ 助の 強化が です。そ

の で が出 るか、 をしなけ ならないか し い、行動しなけ なりま

。 

そこで、「 ティ の り OK 」を前提に災害に え、行動する意識が

になります。 

また、 の の 化に り、 会 の加 な 地域コミュニティの 化が

でいます。災害をテー として地域で し い、 助・共助の 性を認識し、 たな地

域コミュニティの創生に取り組む があります。 
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以下の４つの提案は、私たち会議参加者が、5回にわたって議論してきたことや、各回で
記載した「課題発見シート」「改善提案シート」「意見提出シート」の内容を中心にまとめた
ものです。 

 
 

提
案  １. 平常時から災害の事前対策を行い、防災・減災力を高める。 

→背景となる課題意識：共通認識①② 

 

提
案  ２. 発災直前の避難から発災直後の救助・避難生活までの初動体制を強化す

る。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ３. 早期の復旧・復興に向けた体制を整える。 

→背景となる課題意識：共通認識①②③ 

 

提
案  ４. 災害は全員に降りかかる可能性のあるもの。だからこそ、防災を切り口に

地域コミュニティの創生に取り組む。 

→背景となる課題意識：共通認識②③ 
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提案１の のため、 の 策を します。 

 

行 と の 向で、防災 の ・発 を行 。 

 

「 」の が   

 
市民 

 で いの を共 する。 

 防災 、 心 全 ー の 、 ート 、 ー トな

の 化を る。 

 防災 、 心 全 ー を に める。 

 の の を行 に える。 

 防災 ー で地域の を 認する。 

 

 会な 地域の 会で出前 を活 して、防災について し 。 

 高 者の に防災 を える。 

 地域の まりな で、 いの を するな の見える を す

る。災害 が行き かい な を地域で する。 

 地域の について を通 て行 に える。 

 

 地 との 害 や避難 を する災害 トを事前に する。

また、 できる ニュ 整 と を行 。 

 防災 があることを ら る。 

 災害 とに 体 な や行動な ー ー の をわかりや

す 提 をする。 

 会な の地域の 会に参加し、防災についての をする。 

 防災に する を に 載するな 期 に発 する。 

 の け出時に の防災 を する。 

 高 者の テ シー向 に取り組む。 

 防災 の 発な 、防災 を に に発 できる取組を める。 

 内 について ・地域からの 体制を する。 

 発生 や 域な を記載した防災 ー を す

る。 

 災害時の トの避難な な をまとめ、動 で したり、

提
案  １. 平常時から災害の事前対策を行い、防災・減災力を高める。 
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したりして の共 化を る。 

民
NPO  

  

 

 

災害を ととして え、 意識の向 、防災に する 識の を る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 全 各地で の に災害が発生している。 の地域で発生している災害

に 心を ち、災害を と化し、 意識を高める。 

 トの避難 の 意と け を 認する。 

 ー で が でいるとこ 、 いているとこ 、活動してい

るとこ の を 認する。 

 避難 の を 認し、各災害時に の な で こに避難するか

と し 。 

 や の をかけて、防災の 性を 常会 の中で行 。 

 防災 を の のわかるとこ に って 。 

 から防災 な で える。 

 災害 を出 ない から の を けたり、 な を し

たりする。 

 

 地域の災害 を し い、 の に行動す きか防災対策として取り

まとめ、各 や 会 に る。 

 地域や の で、 に避難 や避難 について をする。 

 な の や な にも 心を ち、 を える。 

 

 の HP な で避難 やそ の についての を する ト

OKな 。 

 わかりやすい how to を し、 だけでな ー でも する。 

 トの避難に する を 防 の案内に する。 

 の中で する。防災 を の に 、 に

する。 え ・中 で防災 な を行 。 

 災害を した の を 会をつ る。 

 に防災 コー ーを け、 に する。 

民
NPO  

  



204

 

の の  

① で 題にする 心 ける。 

 

 

災害に えた ・ に って地域防災力を向 る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 、 、 な 防災 を する。 

 災害に え 動 の ー ーが になったら にする。 は

を する。 

 からの に参加する 、意識を高めて 。 

 会議で た 識を地域の 会な で え、災害対策を し 。 

 の り の の意識で、 を め、 からの共助の

を る。 

 災害時に発 な の を える で 。 

 災害時の ー ーに 力する ちを する。 

 ト の防災 も 意する。 

 

 会で し い、災害時に な を める。 

 の た を りの に する。 

 心 全 ー の を める。 

 まる 会 とに「 できないことは 常時もできない」 を える。 

 各地域に った災害 で な防災 を する。 な 参加

しやすい内容も する。災害時に する の い な 体 な

を する。 

 向こ の ちで、 に の な が でいるのか をし

て、 から を け にする。 

 地域の防災 では、 会 加 者にも参加を ける。 

 から を 回して、い とい 時の対策案を し 。 

 災害時に となる や な の 者を 認する。また、 災害や

に る 期 、 事 の えを める。 

 災害に ける 会 の について し い、可能なことから取り組む。 

 な地域の取組を参 に り い対策を める。 

 地域で 者が発生したときに できる 救 を 意して 。 
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 たりの を 体 に かりやす える。 

 内各地域に を する。 

 期 に えて発 を する。 

 1 回な と め 、災害の に た防災 を行 。 が し 参

加できる な を える。 

 中 な で地域 も参加する防災 ありな を行 。 

 防災 に の 地 に る地 の も て、 で が

か かる にする。 

 防災会 の 助対 を し、地域での を する。 

 災害時に ける 会 の の取組を する。 

 ート で がることが出 る、 なコミュニティを る。 

 な 体と して、防災 や防災 を する。 

 全 の 災地に 員を して を共 化し、 後の取組に する。 

 災害時に となる の 体を するための 助 を行 。 

 災害時の に る 期 や 災害に え、 の を する。 

 や からの を るための事前の取組を める。 

 、 、 な 災害時に 力できる と事前に 議し、

を る。 

 災害時の の と について、 会や 会な と

事前 議を行い、体制を整 する。 

 災害時 として を ける。 

民
NPO  

 災害時に を提 できる の と を する。 

 

の の  

① の け、助け いは、出 る地 と出 ない地 がある。高 者しかいない地 もあるし、

しているだけではな 動 も えないと だと 。 い が に で

いる はまだいいが、 に でいる は えると心 になる 地 とで 防 、 をかけ

てもら と助かるかもし ない 。 

② 災害に対する 防策を い で える の 力を つための → の活 。 
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提案２の のため、 の 策を します。 

 

災害時に に し、行動するためにも、災害 の と発 ・ 共 体制の整

を める。 

 

「 」の が   

 
市民 

 の を 認して、 に わ ない にする。 

 ュ を活 して、行 に 害 を提 する。また、行 からの

を する。 

 以 に でいる な を通 て を共 化する を で

し って 。 

 

 ュ の を る。 

 地域に 員を き、 を した で に する 員は

地 だけでな 、 なコミュニティの で ける 。 

 た を りの に してい 。  

 

 避難 は に わる あら る 防災 、 心 全 ー 、

SNS を って に える。 

 ュ や のコー を して ト ー を る。 

 防災 の の 、内容を する に かりやす 。 

 防災 の各 を する。 

 員との を にする。 ー で地域の を できる な

体制をとる。 

 ー や な 災害時に活 できる を している 体や を

する。 との に り、 ー を活 した を する。 

 の HPな で避難 やそ の についての を する ト

OKな 。  

 災害が きた時に やかに避難 を し、 を する。  

民
NPO  

  

 

 

 

提
案  ２. 発災直前の避難から発災直後の救助・避難生活までの初動体制の整 を め

る。 
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の の  

① 発災後、通 がな なると ート 、防災 が できな なるので

を する。 

 

 

 

ティ の を常に意識して、 を る避難行動の を る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 早めの避難の 性を し い、避難 の心の ー を下 る。 

 に対しては、 や からの避難 を 認して、 全な

ちに避難する。 

 避難は難を ることであり、地域の避難 以 にも や き、 な

から避難する について し い、 めて 。 

 の事 を して、 の は で るとい 意識を って に行

動する。 え りになってもOKとい ティ の で行動する。 

 
 地域で 常時の を整 し、 やかに避難する。 

 地域の 会 を避難 として活 し、早い から避難できる にす

る。 

 

 ティ の に り、早めの避難を かける。また、早期に避難

を する。 

 救助者を事前に し、 が の にその ミ で救助す

るのか にして 者 の整 。 

 切な対 が に取 る に 員 を行い、各 員の能力向 を

る。 

 常時に となる 地や な を整 し、 する。 

 の HPな で避難 やそ の についての を する ト

OKな 。  

 災害が きた時に やかに避難 を し、 を する。  

民
NPO  
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心して避難できる避難 、避難 の整 を める。 

 

「 」の が   

 
市民 

 対策として、 や な を 意して 。 

  共助に る避難 を行 と する。 

 
 対策として、避難 に や シートな を して 。 

 共助に る避難 を する。 

 心の が行える体制を整 する。 

民
NPO  
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提案３の のため、 の 策を します。 
 

 

災者全員に行き 、 な の発 と共 体制を る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 から を取りに行 。  

 
 各地 の 会 で を で りだすな 、地域で を共 化する。 

 た を りの に してい 。  

 心 全 ー の を める。  

 

 常に 者を し、 と の で を発 する。 

 避難 を の 、 発 の にする。 

 発 の 化を める は防災 だけでな 、 ー ・防災

・SNSな あるとい ことを たり前に ってもらえる に する 。 

 災 の を する。 

民
NPO  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提
案  ３. 早期の復旧・復興に向けた体制を整える。 
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でも の を救 ためにも、 でも早 常に るためにも、 対 の体制

を る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 が 行動するか、 から える。 

 災 の を助ける。 

  害 を し、地域で助け える体制を整える。 

  内の 、 と災害時の を する。 

民
NPO  

  

 

 

 

助けに て る ーを 切に 、活 するためにも、 、 ティ

体 との の強化を る。 

 

「 」の が   

 
市民 

 から ティ に参加する。 

  地域で り とを取りまとめる体制を整 する。 

 

 各地域で っていること、 して しいことな を する。 

 ティ を け、 ティ を とする に する。 

 ティ ーの 、 の を する。 

 ティ ーを 内 か に できる 体制を整える。 

 事前に ティ を し、 して 。 

民
NPO  
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提案４の のため、 の 策を します。 
 

10 

災害は にでも降りかかる可能性があるからこそ、 助・共助の意識 けを行 。 

 

「 10」の が   

 
市民 

 災害 ティ ー に参加して る。 

 地域の を 常から いて 。  

 の り の の意識で、 を め、 からの共助の

を る。  

 

 ティ として、 っている の 会や地域 力する。 

 会に っていな ても会 から を けて を共 する。 

 まる 会 とに「 できないことは 常時もできない」 を える。

 

 参加しやすい内容 る、 むな を だ防災 を する。

 

 向こ の ちで、 に の な が でいるのか をし

て、 から を け にする。  

 会に 加 の にも、 と わ る回 のコ ーを回して 心を

ってもら 。  

 地域や の で、 に避難 や避難 について をする。  

 

 会 で が出ない に、共 する内容な を する。 

 会 の災害 を後 しする。  

 1回な と め 、災害の に た防災 を行 。  

 中 な で地域 も参加する防災 ありな を行 。

 

民
NPO  

  

 

 

 

提
案  ４. 災害は全員に降りかかる可能性のあるもの。だからこそ、防災を切り口に地

域コミュニティの創生に取り組む。 
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の の  

① の け、助け いは、出 る地 と出 ない地 がある。高 者しかいない地 もある

し、 しているだけではな 動 も えないと だと 。 い が に

でいる はまだいいが、 に でいる は えると心 になる 地 とで 防 、

をかけてもら と助かるかもし ない  
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：  
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5回かもがわ 会議 後に した ート を下記に す。 

な 、 1 4回に した ートと の については、その を して 載

した。 

 

Q1 会議に参加して ていかがでしたか。 

 

 

 

Q2 かもがわ 会議に参加した前後であなたの意識や行動に 化はありましたか。 

Q2-1 の い の 心  

 

 

Q2-2 行 や議会の の 心 ・

HPや議会の  

 
Q2-3 会、 ティ 地域 りに

わる まりに参加する  
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Q3 「かもがわ 会議」に参加する以前に、

と の りがありました

か。 

 

Q4 が行わ る 、 に行きますか。 

 

 

 
Q5 の議会の に行きますか。 

 

 

Q6 まいの地域の 会に加 しています

か。 

 
Q7 を り するために、 に

が 体 に行動することが だと いま

すか。 

 

 

 

Q8 かもがわ 会議全体を通 ての な 、 に記載して だ い。 記載  

会議に参加できて かった。こ が で の が出 てい のかと と に 。 

として参加 ていただきました。高 生だとあまり 通に る 会がないので な

でした。 共 通はこ からも するので、 化が をもって ら なと います。 



216

 

「こ な いいのに」と のは でも、い するための案は中 い か 、

のと 行するのは いな だと いました。こ からは のことを 事ではな 、

ととして えて していきたいと います。またこの な 会があ 、 参加してい

きたいと います。 

も意見を っていい だと いました。またこの な 会を っていただきたいと いま

す。そして、もっと い の意見を 高 生や を でいる 生な に意見を出して

もら 会があるといいのではと えます。 

な を っているから に え、発 していたのだと いました。 な からの

な意見を けたこと、 が な の 事を私たちのために行っていることを ることが出

たことが会議に参加して私が たものです。 

 

参 1 3回かもがわ 会議で した ート を下記に す。 

4回は ートなし。 

1回 ート  

Q2 会議に参加し と った は ですか。 

の を たすために。また、 心を ったり があったりしますが、 し い、 し

ていきたいと えた。 

で った の を えた時に、 に が出てこなかったことに 題を ま

した。 

60 になり、 までは や の に生きてきたが、そ そ 地域の に か出 ること

があるか えるときが たと い、この会議 の参加が の テ に が と えたため。 

についてもっと りたいと っていたことと、 か はできることはないかと えてい

たとこ 会議があることを り、 参加したいと いました。 

こ から で生活してい にあたり で期 を ています。こ からのことを

として の に え の な があるのか直 きたかった。また として か

できることがあったらやりたいと ったから。 

 

2回 ート  

Q2 ー ーの 内容に対する を 記 だ い。 1 会の  

「 と 」→ ト ー  

まで 切にしてきたことでした。 も ト ー を活 しています。" 

を に 事が出 る になるのは いないと います。そのために となる

の には がありま 。 ティ の い に期 しています。 
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3回 ート  

Q2 ー ーの 内容に対する を 記 だ い。 2 4 会の  

2 会  

を るきっかけになった ①3 → として える、②強 は にもつながるが、

そこから える、③ とも に ることが 事 。 のコ トシティ も

し いただけると しい。 

は時として強 になるとい 発 に 動しました。 も かりやす 、 を けてとても

かったです。 の ー ーの も いて たいです。 

 

3 会  

ニー とい 体があることを初めて った も いと 。 では、もしかしたら

ニー は高 ないかもし ないが、こ に る 体や活動があると助かる がいると 。

てを えてしまった私が り って、 は に ま ていたと 。 が ま てい

たと を の に 力出 たら いと った。 だけでな 、 で、

や の を で共 ・ できる 会を やして、 、 し に てして し

い。 

後 の 性を た。2 前に え の の が 後 つで してしまった。出 を

えた を ない。 したことは っていたが、その後の け を いていた。

ニー の ート で 48 が 後 つになると いて、 の に け

が ながら であったと する。 

 

4 会  

の地域の防災の を ことが出 て 強になりました。行 に るだけでな 、 助・

・共助の も力をつけて、い とい 時に えたいと いました。ま は にできるこ

とから していきたいと います。 

とてもいい が けました。ここまで災害の対 をしている は ないと います。 から

行っていなけ にはできないことを に しました。ま は で出 ることから め

たいと います。 
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2020 かもがわ市民会議  

1 会 2 会 3 会 4 会 

    

 向  き  

ミ   と  

 下    

   生 

て     

ち   平  

  高   

助     

    

 高    

 高   助  

中  中    

中   下  善  

    

 かり   

   平  

 平    

    

    

 直   直  

    

 早    

    

 

 

コー ィ ー ー  

   ：   ィ ー  

1 会：  員  

2 会：  員  

3 会：   ー ー 事  

4 会：高   
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ー ー は会議 時 

2回  

1 会： 会   

3回  

 2 会：中 ュ 会  取  事  

 3 会：   認  NPO ニー  事  

 4 会：   防災 , まち り 会議 員, 防災会会  
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